
文
化
祭 
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２
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．
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地
域
の
皆
様
に
は
新
し
い
年
の
門
出
を
新

た
な
気
持
ち
で
、
迎
え
ら
れ
た
事
と
思
い
ま

す
。 

 
 

野
村
地
区
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
も
今
年
で

９
年
目
を
迎
え
、
10
年
の
佳
節
に
向
け
、
地

域
の
皆
様
方
と
共
に
地
域
に
誇
り
と
愛
着
を

持
ち
「
魅
力
あ
る
住
み
よ
い
ま
ち
づ
く
り
」

に
役
員
一
同
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
感
染
症
の
感
染
防
止
の

為
、
非
日
常
生
活
が
日
常
と
な
り
、
と
も
す

れ
ば
人
間
関
係
も
希
薄
に
な
り
寂
し
さ
を
感

じ
る
昨
今
、
そ
の
よ
う
な
状
況
下
で
地
域
の

皆
さ
ん
の
友
好
を
深
め
、
話
題
を
共
有
し
、

地
域
の
活
性
化
が
図
れ
「
魅
力
あ
る
住
み
よ

い
ま
ち
」
に
す
る
為
活
動
し
て
き
ま
し
た
。 

皆
さ
ん
に
安
心
し
て
セ
ン
タ
ー
の
利
用
を

し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助

成
事
業
を
活
用
し
、
椅
子
の
入
れ
替
え
や
空

気
清
浄
機
の
導
入
、
感
染
防
止
キ
ッ
ト
等
を

配
備
又
、
輪
転
機
や
パ
ソ
コ

ン
等
の
更
新
を
進
め
機
能

的
に
運
営
で
き
る
体
制
を

つ
く
り
ま
し
た
。
コ
ロ
ナ
禍

で
は
あ
り
ま
す
が
、
皆
さ
ん

に
楽
し
ん
で
、
親
し
ん
で 

新 

年 

を 
迎 

え 

て 
 
 
 
 

 
 
 

野
村
地
区
ま
ち
づ
く
り
協
議
会 

 
 
 
 

 
 
 

 
 
 

会 
長 

 

奥
村 

彰 
 

 

 
 
 
 

 

 

い
た
だ
く
た
め
の
行
事
も
役
員
、
ス
タ
ッ
フ
が

一
丸
と
な
り
企
画
、
実
施
し
て
き
ま
し
た
。
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
広
場
に
満
開
の
桜
を
見
る
会
、
竜

川
流
域
の
ホ
タ
ル
鑑
賞
、
涼
を
求
め
夕
涼
み

会
、
真
冬
の
き
ら
め
き
イ
ル
ミ
等
々
、
季
節
を

感
じ
地
域
の
良
さ
を
再
確
認
す
る
集
い
。 

グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会
、
運
動
会
、
文
化

祭
、
農
芸
祭
な
ど
地
域
の
皆
さ
ん
の
健
康
と
趣

味
を
応
援
す
る
集
い
、
サ
マ
ー
フ
ェ
ス
タ
や
ぴ

よ
ぴ
よ
サ
ロ
ン
、
い
き
い
き
サ
ロ
ン
等
、
地
域

の
子
ど
も
達
の
交
流
子
育
て
世
代
の
パ
パ
・
マ

マ
の
お
手
伝
い
、
熟
年
世
代
の
憩
い
の
場
所
つ

く
り
な
ど
、
地
域
の
皆
さ
ん
が
友
好
を
深
め
話

題
を
共
有
し
地
域
が
明
る
く
な
る
よ
う
活
動

し
て
き
ま
し
た
。 

各
集
い
に
参
加
さ
れ
た
皆
さ
ん
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
協
力
い
た
だ
い
た
皆
さ
ん

に
改
め
て
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。 

 

本
年
も
、
ま
だ
ま
だ
終
息
し
な
い
コ
ロ
ナ
禍

の
中
で
は
あ
り
ま
す
が
、
臆
す
る
こ
と
な
く
明

る
く
、
楽
し
く
「
元
気
あ
ふ
れ
る
魅
力
あ
る
ま

ち
づ
く
り
」
を
皆
さ
ん
で
実
践
し
て
い
き
ま
し

ょ
う
。 

 

皆
様
の
ご
健
勝
と
ご
活
躍
を
心
よ
り
ご
祈

念
申
し
上
げ
ま
す
。 

教 

育 

文 

化 

部 

菊
花
展
・
文
化
祭 

同
時
開
催 

１１
月
６
日(

日)

、
菊
花

展
・
文
化
祭
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。一
昨
年
に
引
き

続
き
昨
年
も
菊
花
展
・
文

化
祭
の
同
時
開
催
と
し

ま
し
た
。 

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン

タ
ー
集
会
室
に
は
野
村

地
区
の
皆
さ
ん
や
地
域

で
活
躍
さ
れ
て
い
る
団

体
、
施
設
、
保
育
園
等
の

方
々
の
素
晴
ら
し
い
作
品
が
並
び
、
日
頃
の
文

化
、
芸
術
へ
の
熱
心
な
取
り
組
み
の
成
果
が
発

揮
さ
れ
て
い
ま
し
た
。 

菊
花
展
は
、
開
放
的
な
雰
囲
気
の
中
で
鑑
賞

で
き
る
よ
う
一
昨
年
同
様
、
屋
外
に
テ
ン
ト
を

設
置
し
、
１０
名
の
菊
愛
好
家
か
ら
出
品
さ
れ
た

２８
鉢
が
展
示
さ
れ
ま
し
た
。
今
回
は
審
査
方
法

を
工
夫
し
、
各
賞
を
設
け
ま
し
た
。 

当
日
は
、
好
天
に
も
恵
ま
れ
、
多
く
の
方
が

来
場
し
、
菊
の
優
雅
な
姿
や
文
化
祭
に
出
展
さ

れ
た
作
品
を
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。 

菊
花
展
出
品
者 

ま
ち
づ
く
り
協
議
会
会
長
賞 

河
村 

優 
教
育
文
化
部
長
賞 

若
林
秀
夫 

優
秀
賞 

谷 
 

明 

殊
勲
賞 

若
林 

勇 

敢
闘
賞 
関 

信
明 

菊
花
賞 

櫻
井
文
子 

努
力
賞 
冬
柴 

純 

チ
ャ
レ
ン
ジ
賞 
今
西 

操 

奨
励
賞 

渡
瀬
八
千
代 

激
励
賞 

田
中
壽
美
子 

文
化
祭
出
品
者
（
敬
称
略
順
位
不
同
） 

樹
脂
粘
土 

井
口
幸
代 

パ
ズ
ル 

渡
瀬
士
郎 

紀
行
文 

冬
柴 

純    

洋 

裁 

櫻
井
文
子 

日
本
画 

松
田
純
一  

書
き
写
し 

笹
山 

霞 

書 

今
西
康
隆 

駒
田
昌
子 

池
村
敏
子 

押
し
花 

坂
西
サ
ユ
ミ 

短 

歌 

岡
本
た
へ
子 

俳 

句 

井
崎
久
美
子 

己 

書 

前
田
の
ぞ
み 

手
作
り
絵
本 

岡
本
笑
子 

ア
ー
ト
文
字 

平
田
治
子 

水
彩
画 

櫻
井
正
登
志 

欠
田
一
美 

刻 

字 

櫻
井 

昇 

平
田
英
也 

寄
せ
植
え 

渡
瀬
泰
子 

奥
村
美
代
子 

伊
勢
型
紙 

岡
嶋
恵
美
子 

ト
ー
ル
ペ
イ
ン
ト 

井
口
幸
代 

尾
崎
美
紀 

ク
ラ
フ
ト
バ
ッ
グ 

猪
田
路
子 

石
・
ア
ク
セ
サ
リ
ー 

坂 

謙
一 

坂
み
ゆ
き 

写 

真 

冬
柴 

純 

谷 

明 

奥
村 

彰 

 

山
脇 

博 

図
司
賢
司 

手 

芸 

山
脇
敏
子 

渡
瀬
百
合
子 

  

宮
本
真
理
子 

北
村
圭
子 

今
西 

操 

櫻
井
さ
ち
子 

伊
藤
光
代 

図
司
悦
子 

田
村
イ
ツ
子 

田
中
壽
美
子 

編
み
物 

谷 

敏
子 

佐
野
秀
子 

伊
藤
光
代 

齋
東
み
き
子 

生
け
花 

水
谷
栄
子 

駒
田
昌
子 

渡
瀬
泰
子 

若
林
千
代 

若
林
み
ど
り 

木
下
誠
道 

長
谷
川
静
子 

中
川
百
合
子 

稲
垣
芳
子 

榊
原
ひ
ろ
み 

櫻
井
文
子 

地
域
の
子
ど
も
た
ち 

前
田
い
つ
き(

和
樹) 

小
林
春
翔 

猪
田
陽
葉 

猪
田
和
陽 

猪
田
陽
希 

い
き
い
き
サ
ロ
ン
・
ぴ
よ
ぴ
よ
サ
ロ
ン 

 

花
つ
む
娘 

５
名
・
野
村
花
あ
そ
び 

４
名 

野
村
婦
人
会 

８
名 

第
三
愛
護
園 

１２
名 

小
春
日
和 

 

野
村
き
ぼ
う
苑 

 

師
走
の
催
し 

 
 
 
 
 

農
芸
祭 

開
催 

１２
月
３
日(

土)

、
恒
例
の
農
芸
祭
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。
昨
年
も
６
月
末
の
猛
暑
、
８
月

の
長
雨
な
ど
農
作
物
の
栽
培
に
は
今
一
つ
の

天
候
で
し
た
が
、
そ
れ
で
も
25
名
の
方
か
ら

出
さ
れ
た
見
事
な
出
来
栄
え
の
130
品
ほ
ど
の

野
菜
や
果
物
が
集
会
室
に
並
び
ま
し
た
。 

審
査
に
訪
れ
た
JA
鈴
鹿
の
方
は
、「
農
作
物

栽
培
に
つ
い
て
経
験
豊
富
な
野
村
の
方
の
作

物
は
、
ど
れ
も
完
成
度
が
高
く
甲
乙
つ
け
が

た
い
で
す
」
と
審
査
に
苦
労
さ
れ
て
い
る
様

子
で
し
た
。 

午
後
は
、
三
密
に
十
分
配
慮
し
た
う
え
で

即
売
会
が
行
わ
れ
、
多
く
の
来
場
者
に
市
価

よ
り
も
安
い
価
格
で
販
売
さ
れ
ま
し
た
。
売

上
金
１
５
，
９
５
０
円
は
ま
ち
づ
く
り
協
議

会
の
運
営
資
金
に
充
当
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。 

農
芸
祭
受
賞
者 

金 

賞 

山
本
恵
子 

ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー 

銀 

賞 

渡
瀬
士
郎 

里
芋 

橋
爪
寛
文 

サ
ニ
ー
レ
タ
ス 

銅 

賞 

田
中 

章 

白
菜 

小
林
歌
子 

里
芋 

櫻
井
麗
子 

大
根 

佳 

作 

村
山
輝
夫 

小
松
菜 

安
藤
克
己 

白
ネ
ギ 

今
西
康
隆 

春
菊 

仲
野 

亨 

か
ぶ 

 

出
品
者 

櫻
井
源
一 

高
村
茂
拓 

冬
柴 

純 

櫻
井
睦
浩 

櫻
井
正
登
志 

藤
森 

晋 

岡
本
笑
子 

若
林
秀
夫 

落
合
征
幸 

中
尾
正
治 

河
村 

優 

若
林 

勇 

伊
藤
光
代 

小
林 

登 

渡
瀬
孝
久 

の
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健 

康 

福 

祉 

部 

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
大
掃
除 

12

月

15

日(

木)

、
と
て
も

寒
い
晴
れ
た
日
で
し
た
が
、
健

康
福
祉
部
の
皆
さ
ん
と
役
員

が
セ
ン
タ
ー
の
大
掃
除
を
し

て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。 

家
事
ベ
テ
ラ
ン
の
皆
さ
ん

が
、
す
み
ず
み
ま
で
と
て
も
き

れ
い
に
磨
き
上
げ
て
く
だ
さ

り
、
気
持
ち
の
良
い
新
年
を
迎

え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

福
祉
委
員
会
か
ら
の
お
知
ら
せ 

亀
山
市
社
会
福
祉
協

議
会
か
ら
委
託
さ
れ
ま

す
福
祉
委
員
に
よ
る

７５

歳
以
上
ひ
と
り
暮
ら
し

訪
問
活
動
は
、
１
月
中
旬

ご
ろ
か
ら
実
施
し
て
い

ま
す
。
対
象
者
の
方
は
、
楽
し
み
に
し
て
お
待

ち
く
だ
さ
い
。 

い 

き 

い 

き 

サ 

ロ 

ン 
       

ぴ 

よ 

ぴ 

よ 

サ 

ロ 

ン 

 

今回も出現！光のタワー 
前回コロナ禍の中で「明るい年末を」との思いでス

タートしたイルミネーション飾りによる話題つくり。

地域内外から大変好評をいただき、今回も是非開催を

とのお声をいただき光のタワーが出現いたしました。 

今回の特徴は 

 ・地域の人たちから不要になった電飾の譲受 

 ・電力事情を考慮したソーラーシステム電飾の導入 

設営時には、楽しみ！と声を掛けていただいたり、

差し入れをいただいたり、お手伝いをしていただいた

り、皆で創り上げた電飾。  

12 月 3 日には沢山の方が来場され点灯式を楽しみ

光のオブジェと冬花火、そして「 T.M.B THE 45 

ORCHESTRA」さんの素晴らしい音のシャワーに酔い

しれていました。 

今回は点灯期間も延長して皆さんに 

楽しんでいただきました。 

有志で集まった実行委員が、数か月かけて

考え準備してくれました。ご苦労様でした。 

◆１１月◆ 

コーラスアンサンブル

「ミルフィーユ」さん

によるミニコンサート 

◆１2 月◆ 

クリスマス会 サン

タさんからのプレゼ

ントは何かな？ 

地域交流『真冬のきらめき 2022in 野村』 

 新型コロナウイルス感染症感染防止の為２年間開催見送りになっていた運動会が、

地域の皆さんのご要望に応え感染症対策を万全に１０月１５日（土）、開催されまし

た。 

 例年なら楽しい“もぐもぐタイム”を挟んでの大会でしたが、昨年は競技種目をし

ぼり午前終了で行いました。かなり制約のある大会でしたが、１００名あまりの参加

があり、皆さん楽しんでいただきました。 

参加者全員でのラジオ体操から始まり、楽しい競技にエキサイト、感染対策から例

年盛況の「パンくい競争」は「パン釣り競争」に変更しておおいに盛り上がりました。 

三世代が楽しみ競い合い、終盤は「ぴよぴよサロン」スタッフが中心になり、ほの

ぼのとした「親子ダンス」で、癒されました。 

 みんなが楽しく、ケガも無く無事終了することが出来ました。 

 最後に行われた抽選会は、体育部中心で行っていたところ、飛び入りで小学生がお

手伝いをしてくれたおかげで、スムーズに進み豪華賞品が次々と当たっていました。 

 参加していただいた方、運動会運営に携わっていただいた方々、ありがとうござい

ました。 

三年ぶりに開催された‼『野村地区運動会』 


